
としま文化応援団事業 支援活動助成金 FAQ              

 

 

【①申請資格・対象活動について】 

Q1：他の助成金や補助金と組み合わせて（両方からお金をもらって）活動することは

できますか？ 

A1：いいえ、できません。 

別団体の名義を使った申請であっても、同一の活動（事業）に対して、本事業と他の

助成金・補助金を重複して受給することは一切認められません。必ず本事業単体、ま

たは自己資金や参加料等と組み合わせてご計画ください。 

【R9 年度募集要項 1 ページ「Ⅱ 助成の対象等 1 助成の対象となる活動」】 

 

 

Q2：任意団体（法人格のない団体）や、これから設立する予定の団体でも申請できま

すか？ 

A2：すでに発足している任意団体であれば申請可能です。設立前の団体は申請できま

せん。 

任意団体であっても、助成活動を適切に遂行できる運営基盤（会計管理や連絡体制な

ど）が整備されていれば申請いただけます。ただし、申請時点で団体が正式に発足し

ていることが条件であり、将来設立予定の団体名での申請は受け付けられません。ま

た、助成金の受け取りには団体名義の銀行口座が必要となります。 

【募集要項 2 ページ「2 助成の対象者」】 

 

 

Q3：豊島区の他の「区民活動支援事業」等では、規約（会則）や会員名簿の提出が必

須ですが、この助成金では不要なのですか？ 

A3：いいえ、申請者が「法人」または「団体」の場合は提出が必須です。 

申請者が法人や任意団体の場合は、①交付申請書などの規定様式に加え、「定款または

規程（会則）等」「構成員名簿（役職、住所、氏名が記載されているもの）」「今年度の

予算書・直近の決算書」の提出が必須となります。募集要項をご確認の上、必ず漏れ

のないようご準備ください。 

【募集要項 4 ページ「2 提出書類」】 

 



Q4：近々、団体の代表者が交代する予定があります。申請書の代表者氏名は、新旧ど

ちらを書けばよいですか？ 

A4：申請時点で「会員名簿（構成員名簿）」に登録されている、現在の代表者氏名を

記載してください。 

申請時の会員名簿上の代表者と、申請書に記載された代表者が異なる状態での申請は

認められません。もし、選考期間中や事業開始前に代表者が交代することが確実な場

合は、申請書の代表者欄は現代表者とし、別途「新代表者予定者の氏名・住所・電話

番号」をまとめた任意の書面を添付した上で、「書類選考後の連絡や通知は新代表者宛

てに希望する」旨を書き添えてご提出ください。 

【募集要項 4 ページ「2 提出書類（構成員名簿）」および 6 ページ「Ⅴ 交付決定後の

手続き 1 手続き」】 

 

 

Q5：子どもたちがお店を出したり体験したりするような活動（マルシェ等）は対象に

なりますか？ 

A5：はい、募集要項にある活動の要件をすべて満たしていれば対象となります。 

子ども・若者たちが文化芸術に触れ、創造性や社会性を育むことを目的とした活動で

あり、営利を目的とせず、希望すれば誰でも参加できるようなオープンな活動であれ

ば、マルシェやワークショップ形式の活動も広く対象となります。 

【募集要項 1 ページ「Ⅱ 助成の対象等 1 助成の対象となる活動」】 

 

 

Q6：高齢者を主な対象とした、地域を元気にする文化芸術企画は対象になりますか？ 

A6：いいえ、対象になりません。 

本助成は、豊島区の「子ども・若者、障害のある子、外国にルーツをもつ子など（子

ども・若者たち）」が様々な文化芸術に出会い、感性を育むことを目的としています。

そのため、高齢者のみなど、対象者に「子ども・若者たち」を含まない企画は助成の

趣旨に合致しないため、採択されません。 

【募集要項 1 ページ「Ⅰ 助成の概要 1 助成の目的」】 

 

 

 

 

 



【②申請手続きについて】 

Q7：ワークショップ（教室）の開催や、入場料・参加料・観劇料を徴収する活動は申

請できますか？ 

A7：はい、申請可能です。 

一般に公開されるもの（定員や対象年齢を除き、希望する方が誰でも参加・観覧で

き、広報が行われるもの）であればワークショップや無料の活動も対象となります。

また、参加料や観劇料、演出料の設定に特定の金額規定はありませんが、本助成は

「営利を目的としない活動」が要件です。活動全体の収支バランスを見て、営利目的

とみなされない適正な価格設定をお願いいたします。 

【R9 年度募集要項 1 ページ「Ⅱ 助成の対象等 1 助成の対象となる活動 (2)③⑥」】 

 

 

Q8：今回初めて立ち上げる団体や、初めて実施するイベントでも申請できますか？ 

A8：はい、申請可能です。 

ただし、過去の実績がない場合は、活動内容や公益性を判断するため、今回の「企画

書」や「過去の類似活動・団体実績がわかる資料」（A4 片面、4 枚以内）などを参考

資料として必ずご提出ください。 

【R9 年度募集要項 4 ページ「2 提出書類 (6)交付申請する活動の参考資料」】 

 

 

Q9：活動名はどのようにつければよいですか？（イベントの正式名称がまだ確定して

いません） 

A9：「何をする活動なのか」が伝わる、大きめのタイトル（活動全体の名前）で申請

することをおすすめします。 

申請書にピンポイントなイベント名（例：『第〇回 〇〇演劇公演』など）を書いてし

まうと、後からイベント名が少し変わっただけでも「変更手続き」が必要になる場合

があります。イベント名がまだ決まっていない場合は、「〇〇を対象とした〇〇文化体

験事業」や「子ども向け〇〇ワークショップおよび発表公演事業」のように、「だれ

に・何をする活動か」がわかる全体のタイトルにしておくと、個別のイベント名が変

わってもスムーズに実施できます。 

【募集要項 6 ページ「Ⅴ 交付決定後の手続き 1 活動の変更・中止・辞退の手続き」】 

 

 



Q10：メールで申請書類を提出する際、Excel や Word データのままで送ってもよいで

すか？ 

A10：いいえ、添付データは必ず【PDF 形式】にして送信してください。 

また、メール 1 通あたりのデータ容量は 5MB 以内に抑えていただく必要があります。

容量が大きくなる場合は、ファイル転送サービスを利用するか、複数回に分けて送信

してください。なお、メール本文には「申請者名（団体名・代表者氏名）」「住所」「電

話番号」「メールアドレス」の記載が必須です。 

【R9 年度募集要項 3〜4 ページ「Ⅲ 申請手続き 1 (2)提出方法・②メールの場合」】 

 

 

Q11：申請書類にある「誓約書（第 5 号様式）」は、パソコンでの名前入力でも大丈夫

ですか？ 

A11：いいえ、申請者名（代表者名）は必ず【自署（手書き）】で記入してください。 

パソコン等によるタイピング入力は認められません。メールで提出される場合も、一

度印刷して手書きで自署・記入した誓約書をスキャンし、PDF データにして添付して

ください。 

【R9 年度募集要項 4 ページ「2 提出書類 (5)誓約書」】 

 

 

Q12：申請時点で、ワークショップや公演の会場（施設）が未確定なのですが、概算

の予算で申請できますか？また、事務局で会場手配等の協力はしてもらえますか？ 

A12：概算予算での計上・申請は可能ですが、事務局による施設の紹介や手配の協力

は行えません。 

会場が確定していない段階でも概算で予算計上して申請いただけますが、施設利用の

申込や調整等の手続きは、すべて活動実施者（申請者）ご自身で行っていただきま

す。 また、採択された場合のチラシの配架・設置や宣伝等の協力も行っておりません

ので、あらかじめ宣伝費等を考慮して計画してください。 

【R9 年度募集要項 3 ページ「1 (2)提出方法」および 7 ページ「Ⅵ その他」】 

 

 

 

 

 

 



【③助成対象経費について】 

Q13：団体のメンバー(構成員)に支払う交通費や謝礼は、助成金の対象になりますか？ 

A13：いいえ、活動への関係の有無に関わらず、一切対象外となります。 

申請団体の構成員に対する報酬、日当、交通費などは一切助成の対象にできません。

これらは自主財源等からお支払いください。助成対象にできる旅費や謝金は、団体外

部から招く講師、出演者、スタッフ等のものに限られます。 

【R9 年度募集要項 3 ページ「4 助成の対象とならない経費」】 

 

Q14：イベント終了後のスタッフ用の「お弁当代」や「打ち上げ代」は経費に含めら

れますか？ 

A14：いいえ、一切含められません。 

活動実施後の反省会・打上げ等の飲食費はもちろん、出演者やスタッフのお弁当代、

ケータリング代、レセプション費用などはすべて助成対象外となります。 

【R9 年度募集要項 3 ページ「4 助成の対象とならない経費」】 

 

Q15：活動期間（令和 9 年 4 月 1 日〜令和 10 年 3 月 31 日）より前に支払った領収書

は有効ですか？ 

A15：原則として【無効】になります。 

活動実施年度の前後の年度の日付の領収書については、その支払いが本当に実施年度

の事業に必要なものだったか判断できないため、原則として無効となります。必ず実

施期間内の日付の領収書をご用意ください。 

【R9 年度募集要項 6 ページ「2 実績の報告」】 

 

Q16：領収書の宛名は「上様」や「空欄」でも受け付けてもらえますか？ 

A16：いいえ、「上様」宛てや「お品代」とだけ書かれた使途不明の領収書は無効とな

ります。 ただし、宛名が記載されていないレシートであっても、「購入した品物の明

細（何を買ったか）」が明確に印字されているものに限り、有効な証拠書類として認め

られる場合があります。 また、団体のスタッフが立て替えて購入し、やむを得ず個人

名義の領収書となってしまった場合は、団体内で精算したことがわかる「立替精算

書」などをあわせて添付してください。 

【R9 年度募集要項 6 ページ「2 実績の報告」】 

 

 



【④採択された後（活動実施・精算）のご注意】 

Q17：チラシやポスターなどの広報物は、自由に作って印刷してよいですか？ 

A17：いいえ、印刷する前に必ず事務局へレイアウト案（画像データ等）を提出し、

事前確認を受けてください。 

広報媒体を作成する際は、指定の「ロゴマーク」と「指定の助成名義」の 2 点をセッ

トで掲載するルールがあります。ロゴの高さ（16mm 以上）制限や、当財団が主催・

後援であるような誤解を与えない配置にする必要があるため、印刷前の事前確認が必

須となっています。 

【R9 年度募集要項 6 ページ「Ⅴ 交付決定後の手続き 2 実績の報告（広報物作成時

の注意事項）」】 

 

Q18：活動が終わったら、いつまでに報告書を出せばよいですか？ 

A18：原則として、活動終了後【30 日以内】に郵送でご提出ください。 

なお、活動が長引いた場合でも、最終提出期限である令和 10 年 3 月 31 日（必着）は

厳守となります。期限を過ぎて報告義務を怠った場合、助成金の取り消しや返還を求

めることがありますので十分ご注意ください。 

【R9 年度募集要項 6 ページ「2 実績の報告」および 7 ページ「5 助成の取消および

返還」】 

 

Q19：領収書がたくさんあるのですが、そのまま送ってもよいですか？ 

A19：いいえ。必ず収支報告書の「どの科目」に該当するかわかるように整理してご

提出ください。 領収書やレシートの余白に科目名を記入するか、番号を振って報告書

と紐付けるなどのご対応をお願いいたします。バラバラの状態で提出された場合、確

認のため再提出（差し戻し）をお願いすることがあります。 

 

Q20：助成金の振込先口座は、立て替えてくれたスタッフ個人の口座を指定してもよ

いですか？  

A20：いいえ、できません。 助成金の振込先口座は、個人の申請の場合は「申請者本

人名義」、法人・団体の申請の場合は「申請法人・団体名義（またはその代表者名

義）」の口座に限ります。トラブル防止のため、第三者名義の口座へのお振込みは一切

お断りしております。 


